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ABSTRAK 
 

Nama  : Aldo Diandra 

NIM  : 2016110140 

Program Studi : Bahasa dan Kebudayaan Jepang 

Judul  : Makna Budaya Menyantap Ramen Pada Masyarakat  

    Jepang 

 

Penelitian ini memfokuskan kepada tata cara dan makna yang terkandung dari 

budaya menyantap (menyeruput) ramen pada masyarakat Jepang. Tujuan 

penelitian ini untuk mengetahui tata cara dan makna yang terkandung dari budaya 

menyantap (menyeruput) ramen pada masyarakat Jepang. Metode penelitian yang 

digunakan adalah metode analisis deskriptif dengan menggunakan pendekatan 

kualitatif yaitu melakukan studi pustaka dan menyebarkan angket atau kuesioner 

kepada masyarakat Jepang yang berada di Jepang atau di Indonesia (tanpa batasan 

umur). Dari hasil analisis, dapat disimpulkan bahwa tata cara menyantap ramen 
pada masyarakat Jepang adalah (1) Mematahkan sumpit, (2) Mencicipi supnya, 

(3) Makan mie selagi ada sedikit sisa sup di mulut, (4) Selagi mengunyah, 

mencicipi sup dan chashu, (5) Mencicipi naruto dan rebung, (6) Menghabiskan  

mie beserta topping tanpa ada yang tersisa, (7) Minum supnya sampai habis 

dengan cara diteguk. Makna yang terkandung dari budaya menyantap 

(menyeruput) ramen ialah agar menandakan bahwa Anda menikmati hidangan 

tersebut, agar Anda dapat membuat aroma dari kaldu lebih terasa, serta 

menandakan bahwa hidangan yang sudah dibuat oleh chef memuaskan. 

 

Kata kunci : Tata cara, makna, menyeruput, ramen. 
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概要 

 

氏名 ： アルド・ディアンドラ 

学生番号 ： 2016110140 

学部 ： 日本言語・文化学科 

題名 ： 日本社会
にほんしゃかい

にラーメンを食
た

べることの文化的
ぶんかてき

の意味
い み

 

 

本研究
ほんけんきゅう

では日本社会
にほんしゃかい

にラーメンを食
た

べ方
かた

とラーメンを食
た

べること（啜
すす

る）の

文化的
ぶんかてき

に含
ふく

まれる意味
い み

に焦 点
しょうてん

を当
あ

てている。この研究
けんきゅう

の目的
もくてき

は、日本社会
にほんしゃかい

にラーメンを食
た

べ方
かた

とラーメンを食
た

べること（啜
すす

る）の文化的
ぶんかてき

に含
ふく

まれる意味
い み

を明
あき

らかにすることでした。使用
しよう

される調査方法
ちょうさほうほう

は、最初
さいしょ

にテーマに関
かん

する

データを 収 集
しゅうしゅう

するために文献調査
ぶんけんちょうさ

を実施
じっし

することによる体制的
たいせいてき

アプローチ

を使用
しよう

した記述的分析
きじゅつてきぶんせき

するのであるし、調査
ちょうさ

の結果
けっか

を調
しら

べるために日本
に ほ ん

また

はインドネシアにいる日本社会
にほんしゃかい

にアンケート調査
ちょうさ

を 行
おこな

うことにしました。得
え

られた結果
けっか

は、日本社会
にほんしゃかい

でラーメンを食
た

べ方
かた

は（１）箸
はし

を割
わ

る、（２）スープ

を味
あじ

わう、（３）スープが口
くち

に残
のこ

したまま、麺
めん

を食
た

べる、（４）噛
か

みながら

スープとチャーシューを味
あじ

わう、（５）鳴門巻
なるとかん

と 筍
たけのこ

を味
あじ

わう、（６）何
なに

も

残
のこ

さずに麺
めん

とトッピングを仕上
し あ

げる、（７）ゴツゴツでなくなるまでスープを

飲
の

む。ラーメンを食
た

べることの文化的
ぶんかてき

の意味
い み

があなたがその料理
りょうり

を楽
たの

しんで

いることを示
しめ

すし、煮汁
にじる

の香
かお

りをより際立
きわだ

たせることができるし、そしてシェ

フの作
つく

った料理
りょうり

に満足
まんぞく

のいくものであることを示
しめ

している。 

 

キーワード：食
た

べ方
かた

、意味
い み

、啜
すす

る、ラーメン 
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